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小学生の養育態度認知とイラショナルビリーフ，孤独感の関連性

Ⅰ．問題と目的
日本ɂа᣹ច国の中Ⱥも孤独を感ȫる子どもが۹く，

15දの生徒の3Ҿが自分ɂ孤独Ⱥあると感ȫていると᜘

う報֖がある ¨ÕNIÃÅÆ¬ 2007©ǿSðéôèïöåî¬Âéêôôåâéåò，

Ìååõ÷åî¬ ¦ Çïïóóåîó（201¶）ɂ，中学生対象の研究Ⱥ，

「ᜆからのサʧート」「॑理的ɽントロール」「リアクʐィ

ブɽントロール」「プロアクʐィブɽントロール」の 4

要因の養育態度をᆬ認し，「॑理的ɽントロール」と「リ

アクʐィブɽントロール」が子どもの孤独感に正の影響

を˫えていることを᛻ҋしたǿ

かɀてɛり養育態度ɂ，「ՙ߁」と「ፋҤ」（ã®æ®，

Sùíïîäó，1937 「L応ኌ性ᴪፋҤ」Âáõíòéîä，19¶7）

のϫ面から研究Ȩɟ，現在ɑȺにറȁな知᛻が得らɟ

てきたǿしかし，近ࢳȺɂ Sðéôèïöåî åô áì®（201¶）の

ɛうに養育態度を۹面的にસえる試み（é®å®，Sðéôèïöåî 

åô  áì®，201¶ᴸÂáòâåò，Sôïòú，Ïìóåî，Ãïììéîó ¦ 

Âõòãèéîáì，2005 » Öáî Ìååõ÷åî ¦ Öåòíõìóô  ¬ 2004）

がᄱɦȺあるǿ

日本Ⱥも，内๜（2013）が᫺ࢳఙ養育尺度（ÐÁS）

を作成し，養育態度について「ՙ߁」「॑理的ፋҤ」「ʬ

ʕタリング」の 3要因をᆬ認しているǿ「ʬʕタリング」

とɂ，「子どもの੔在，活動，ᬲ応にา意を੝い，ᣜᡀ

すること（Äéóèïî ᴣ ÍãÍáèïî，1998）」とްᏲȨɟ

ており，子どもの意९に関ɢらȭにɽントロールしɛう

とする「ፋҤ」を発ࠕȨȮたകॡȺあるǿ

このറに，養育態度を۹面的にસえる試みがなȨɟて

いるが，一៩して養育者の指ᇉ的，保護的な態度ɗɽン

トロールのऐȨɂ尺度にՕ஭Ȩɟるǿ子どもをɽント

ロールするᑔ௑にɂ養育者の˪ާのऐȨɗ神ጽდ傾向が

ᇉדȨɟており（ࠥ田，2005），子どもをɽントロール

することȺ自分の˪ާをᜓ๡し，ާްを保ȴたいという

॑理が৊ްȨɟている（͜藤ら，2014）ǿこの養育者の

˪ާからくるɽントロールを͜藤ら（2014）ɂ「ᤈࢱຒ」

としてસえ，Ȩらにしつけの「᫿一៩性」をӏえたᑌް

的・քް的養育ᚐ動尺度（ÐNÐS）を作成したǿしかし，

この「᫿一៩性」にɂ養育者の感情面ɗ体調面の˪調ɂ

ֆɑɟていないたɔ，「しつけの᫿一៩性」に養育者自

ᡵの感情面ɗ体調面の˪調をֆɔた「養育者の૸らȡ（˪

ާް性・᫿一៩性）」をӏえることȺɛりӿજ的な養育

態度をસえることがȺきると考えるǿ子育てにɂ˪ާが

͇きɑとうものȺあるǿこの˪ާɂ養育者自ᡵの˪ާも

ᠭするǿ自らの˪ާを感ȫないɛうにするたɔに，子׹

どものᔍভに向き合えないという˪ާの高Ȩを理ႏとす
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概要

本研究の目的ɂि఼の「ՙ߁―ፋҤ」2ඒ元Ⱥ養育態度をસえる養育態度認知尺度が現在の۹റな養育関ΡをՕ஭

Ⱥきていないことをᑔ௑として，研究の目的ɂ養育態度認知尺度をѓ編し，Ȩらに養育態度認知尺度がイラショナル

ビリーフ（͏˩éÂ）と孤独感に˫える影響を検討することȺあȶたǿȰこȺ10ද～ 12දの小学生439名（႒子：235

名，ܤ子：204名）を調査Ԧ力者として，新しく৊ްȨɟる因子をӏえ，子どもႊにɢかりɗすくѓ編した養育態度

認知尺度，˪ 合理なαॡ尺度，子どもႊ孤独感尺度をႊいた調査を実ஃしたǿȰのፀ果，養育態度ɂ「Ƌ，̔ ，ƌ」「߁

ʬʕタリング」「ƍ，॑理的ፋҤ」「Ǝ，॑理的なᠾᫌの近Ȩ」「Ə，૸らȡ」の5因子が઄ҋȨɟ，۹因子ഫᣲȺある

ことがᇉȨɟたǿӏえて，養育態度認知がéÂと孤独感に及ぼす影響を検討したǿȰのፀ果，̔ ，ɂᄽ૚孤独感をͲນし߁

॑理的ፋҤ，॑理的なᠾᫌの近Ȩ，૸らȡɂビリーフをݨ介して孤独感に正の影響を及ぼしていたǿ͏上のፀ果をᡍ

ɑえ小学生の養育態度認知とéÂ，孤独感の関Ρについて考察をᚐȶたǿ
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るᕼ藤がᠭこȶていることも指ଊȨɟている（۾ธՁ，

2015）ǿ本研究Ⱥɂ，養育者の˪ާの高Ȩに対する子ど

もの認知を，ᤈࢱຒとɂ別にસえ，養育者のᡵ体的・感

情的に˪ާްなϫ面も養育態度認知にֆɔたǿ

一方Ⱥ，近ࢳ，共Ηސ的な関Ρにシフトしているᜆ子

のސ在が指ଊȨɟており（2015，ੑه），Âáõíòéîä（19¶7）

が૬כする൏ݏ的な面がᗖɟ，͏Ұɛりも॑理的ᠾᫌの

近いᜆ子関Ρも৊ްȨɟているǿȰのɛうなᜆ子関ΡȺ

ɂ॑理的なᠾᫌが近くなȶている可能性が考えらɟるǿ

ȰこȺ，養育者とのᠾᫌの近Ȩも因子としてֆɔること

Ⱥ，۹面的な養育態度認知がລްȺきると考えるǿこɟ

ɑȺの養育態度尺度ɂ，養育者が自らのことを᜻ްする

養育態度尺度と，子どもが養育者のことを᜻ްする養育

態度認知尺度の۾きく 2 つに分けることが可能Ⱥあるǿ

しかしながら，養育者自らの᜻ްと子どもの認知Ⱥɂ，

養育態度ɂ॒ȭしも一ᒵしないことがᇉȨɟている（ᦂ

子・新ང，2002）ǿ子どもがどのɛうに養育態度を認知

しているかが子どもの生活・学校満足感ɗ社会的スキル

の獲得，孤独感などɋと影響していることが৊ްȨɟる

たɔ，子どもが回ኌ可能な養育態度認知尺度をѓ編する

ことɂ意Ᏺがあると考えらɟるǿ

とこɠȺ，ੱうつɗፏఖ感に影響する要因として，イ

ラショナルビリーフ（͏ ：˩éÂ）が指ଊȨɟている（ూ，

2007）ǿጀ神的に˪ϧ康的な影響を及ぼしɗすく，特に

ͅ者にᭅらȭに自分ȺͷとかしなけɟɃならないという

éÂ ɂ「自ᜓࢄขビリーフ」としてસえらɟ，学校˪適

応感ɗͅ者志向的なᤈҼ適応に影響していることが指ଊ

Ȩɟている（石津，2012）ǿ自ᜓࢄขビリーフが高いと

ͅ者の᜻Ιを意識してᚐ動しがȴȺ，自分一人Ⱥᜓขし

なけɟɃならないと੿えᣅɓ傾向が৊ްȨɟており，こ

の éÂɂ，孤独感を高ɔることが૜ລȨɟるǿ

Sðéôèïöåî åô áì®（201¶）ɂ，養育者のɽントロー

ルが孤独感を高ɔることを指ଊしたが，養育態度がᄽ

૚孤独感に影響するのȺɂなく，養育態度と孤独感と

の間にɂビリーフのސ在が૜ລȨɟるǿSðéôèïöåî åô 

áì®（201¶）の指ଊする「リアクʐィブɽントロール」ɂ，

子どものՕ応を養育者がᄶ視，支ᥓすることȺ子どもの

自ࢄをੱҤȨȮる方向ɋとɂたらくことをᇉしており，

この支ᥓ的な態度（é®å® Ꮫ）にɛȶて子どもが自ࢄをੱ

Ҥすること，ɑた養育者に॑ᥓをかけてɂいけないとい

う子ども自ᡵのੱ٢的な認知が孤独感を高ɔることがᇉ

Ȩɟているǿこのੱ٢的な認知が，Ӓけを෰ɔらɟなד

い，一人ȺᜓขしなけɟɃいけないと९いᣅɓ自ᜓࢄข

ビリーフをݨ介し，孤独感を高ɔている可能性が考えら

ɟるǿȨらにこの認知について，「自ᜓࢄขビリーフ」

͏外にも，養育者に॑ᥓをかけてɂいけない，ఙशに応

えなくてɂいけない९いこɓ「自ࢄఙशビリーフ」のސ

在があるǿ自らの社会的なఖɑしȨをऐく認知する「自

ఙशビリーフ」，ɑたȰのࢄ 2 つとɂᣡに，Ӓけを෰ɔ

る方向にЄくと考えらɟる「Ηސビリーフ」をႊいるこ

とȺ，孤独感ɋの影響をщ体的に検討することが可能だ

と考えるǿ

本研究Ⱥɂ，養育者のᡵ体的・感情的な૸らȡをֆɔ

たӿજ的な養育態度認知尺度のѓ編を，養育態度の影響

が۾きいと考えらɟる小学生対象にᚐうことをቼ 1の目

的とするǿȨらに，養育態度がビリーフ及び孤独感に˫

える影響を，「ḧʗɶʐィブな養育態度認知が高いとビ

リーフ得点が高くなる」，「Ḩビリーフ得点が高いと孤独

感が高くなる」「ḩ養育態度認知がビリーフをݨ介して

孤独感ɋと影響する」を͑ᝢとし，新たな養育態度認知

尺度の視点から検討することをቼ 2の目的とするǿ

Ⅱ．方法
調査協力者　中部ٚ内の小学校に在዗する小学生児቟を

対象としたǿࢳ٫ࢲᳮɂ 11®27 ද（SÄ：0®¶9）Ⱥあȶたǿ

回Ֆしたものの内，回ኌにᕻしい˪϶のあȶたものを᪍

き，439 名（႒子：235 名，ܤ子 204 名）を分析対象としたǿ

調査時期・手続き　201Ø ࢳ 10 ఌ～ 11 ఌに中部ٚ内の

小学校にΗᭅ状を᥄ᣞし，Ԧ力を得らɟた小学校に質ץ

ጤをᥓ͇したǿ調査ɂクラスઆ͖にΗᭅし，આ͖のᄶᅚ

のもと持ȴ࢜ることなくпてクラスȧとにᪿيȺ実ஃ，

回ՖɑȺᚐɢɟたǿ「養育態度認知尺度」「ビリーフ尺度」

「子どもႊ孤独感尺度」を 1 つのё子にɑとɔ，ི記名

ࣻȺᚐȶたǿϕ理的ᥓਁとして，フɱイスシートに回ኌ

の自ႏɗ，回ኌしないことȺᚱる˪ҟᄬɂིいこと，ρ

人が特ްȨɟることɂないこと，内߁が研究͏外の目的

にΈႊȨɟることɂないこと，成᎝などに影響ɂないこ

とを明記したǿ調査஽ఙɂ，すべてのԦ力校において，

ʐストҰɗ学ఙ末などを避けた 11 ఌにᚐɢɟたǿ

なお，質ץጤにおけるすべてのᬱ目を指導教員，現ᐳ

の小中学校教諭，おɛびԦ力校のᄶ査をՙけ，好ɑしく

ない表現ɗ，ᫍしい表現を小学生Ⱥも理ᜓが可能な᜘ᕹ

に۰௿してΈႊしたǿ

調査内容
1）フɱイスシート

学ࢳ，ࢳᳮ，性別を尋ɀたǿ学校のа生，家の人が回

ኌを᛻ることɂないこと成᎝等にも関Ρがないことを明

記し，回ኌするうえȺの˪ާをͲນȨȮるɛうᥓਁしたǿ

2）ビリーフ

自ᜓࢄขビリーフ尺度（7ᬱ目）（石津 ¬ 2012） と˪合

理なαॡລް尺度ᅽ᎔版（森・長ែ川・石᪝・ࡥ田・٪野 ¬ 

1994）におけるΗސ因子（4ᬱ目）¬ 自ࢄఙश因子（4 ᬱ目）

を合ɢȮた᜛ 15 ᬱ目をႊいたǿ自ᜓࢄขビリーフ尺度

のαᭅ性ɂ内的一៩性（ğ ½®73）がᆬ認Ȩɟ，ഫ成ക

ॡܵछ性ɂ，神ጽდ傾向との関連性からᆬ認Ȩɟているǿ

自ᜓࢄขビリーフ尺度にɂ，「人にᭅȶてɂいけないと

९う」ɗ「自分がٌȶているറ子をɎかの人にɂ分から
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N½3¶¶ ઄ҋ因子

質ץᬱ目 ٫ࢲ SÄ Ƌ ƌ ƍ Ǝ Ə 共通性

1¬ ՙ߁　　（ğ ½®88）

18 Ȱの人ɂǾɢたしのことをԚ分९ȶていてくɟるǿ 3®27 0®83 ®97 ®75

15 Ȱの人ɂǾɢたしを۾Ғにしてくɟるǿ 3®43 0®80 ®88 ®¶8

17 ɢたしがযしɦȺいるときにɂǾ元෥づけてくɟるǿ 3®10 0®90 ®77 ®¶7

1¶ ɢたしにɛくታいかけてくɟるǿ 3®0¶ 0®88 ®¶3 ®51

19 Ȱの人ɂǾɢたしを本छにঢ়していることを態度Ⱥ表Ȱうとするǿ 2®¶¶ 0®92 ®52 ®44

14 ɢたしが˪ާなときɂᕶȴ着かȮɛうとしてくɟるǿ 2®91 0®99 ®43 ®48

2，ʬʕタリング　　（ğ ½®81）

27 Ȱの人ɂǾɢたしがௐ段の生活ȺしていることについてǾ知ȶているǿ 2®79 0®9¶ ®91 ®81

2¶ ɢたしの好きなことɗǾいつもしていることについて知ȶているǿ 2®91 0®92 ®78 ®¶3

28 Ȱの人ɂǾɢたしが外ҋするときにどこɋᚐくのかǾだɟと一緒なのかを知ȶているǿ 2®85 0®9¶ ®5¶ ®43

3，॑理的ፋҤ　　（ğ ½®79）

24 ɢたしがȰの人のఙशとᤏうことをするとǾɢたしのことを᛻てくɟないǿ 1®49 0®71 ®83 ®¶2

25 Ȱの人ɂǾどɦなときȺもǾɢたしがすることをขɔɛうとするǿ 1®58 0®73 ®7¶ ®57

23 ɢたしがǾȰの人とりがȶた考え方をするとǾȰの人のൡݲがমくなるǿ 1®¶1 0®77 ®70 ®55

22
ɢたしがȰの人のൡݲをমくȨȮるとǾɑたȰの人を׺ɃȮるɑȺɂǾɢたしにᝈ

しかけなくなるǿ
1®83 0®87 ®58 ®34

20 ɢたしのすることɂǾなɦȺもȰの人の९い通りにȨȮらɟるǿ 1®8¶ 0®78 ®41 ®31

5 Ȱの人にとȶて۾ҒなことをǾɢたしにขɔȨȮɛうとするǿª 1®82 0®83 ®3¶ ®2¶

4，॑理的ᠾᫌの近Ȩ　　（ğ ½®¶7）

2 Ȱの人ɂǾভみȧとがあるとǾɢたしにᄾᝬするǿª 1®98 0®84 ®81 ®51

4 Ȱの人ɂǾ自分のことをɢたしにくɢしくᝈすǿª 2®12 0®8¶ ®59 ®40

1 Ȱの人ɂǾうɟしいことがあるとఊқにɢたしに報֖するǿª 2®42 0®8¶ ®43 ®32

12 Ȱの人の考えていることɂǾいつȺもɛくɢかるǿª 2®0¶ 0®84 ®38 ®25

5，૸らȡ　　（ğ ½®¶4）

¶ Ȱの人の表情がこɠこɠ۰ɢるǿª 2®22 0®84 ®¶3 ®40

3 Ȱの人ɂǾȰの人の෥分ȺǾլȶたりǾɎɔたりすることが۰ɢるǿª 2®31 1®01 ®55 ®33

9 なɦとなく近߆りにくいときがあるǿª 2®2¶ 0®99 ®50 ®28

7 ɢたしが॑ᥓをかけるとǾȰの人ɂ家族ɗ一緒に生活している人の᫑ٍ෥をমくするǿª 1®88 0®82 ®4¶ ®27

ª ̾回ᣜӏしたᬱ目

Table　1　 子どもの養育態度認知尺度の因子分析の結果

ないɛうにする」といȶたᬱ目がֆɑɟるǿ˪合理なα

ॡລް尺度ᅽ᎔版についてɂ，内的一៩性（自ࢄఙश：

ğ ½®89，Ηސ：ğ ½®82）がᆬ認ȨɟているǿȰɟȱɟ

の˩ͱ尺度にɂ「いつもɛい成᎝をとらなくてɂいけな

い（自ࢄఙश）」「いつも܅୚しないɛうにしなくてɂい

けない（自ࢄఙश）」「いつも自分をӒけてくɟるひとが

॒要だ（Ηސ）」「ᄾᝬȺきる人がいつもいないとٌる（Η

などがֆɑɟるǿ回ኌɂ，ௐ段の自分とྃらし合「（ސ

ɢȮて「1：ɑȶたくȰう९ɢない」～「5：とてもȰう

९う」の 5件ศȺ෰ɔたǿ

3）養育態度認知尺度

ÐÁS（15 ᬱ目） （᫺ࢳఙ養育尺度） （内๜ ¬ 2013）にӏ

え，ɽミʯʕケーションにおけるΗސをɂかるたɔに܁

山・౨జࢲ） 間ɽミʯʕケーション尺度ݤ ¬ 2001）のΗ

，因子について主語を養育者に۰௿してΈႊしたǿɑたސ

ᜆ子が共Ηސ的な関Ρに᪎る養育者の૸らȡを，ࠥ田

（2011，2014）をՎ考に作成したǿ͏上を合ɢȮ，養育

態度として認知していると૜ລȨɟる 13 ᬱ目をӏえた

28 ᬱ目からなる尺度を作成したǿÐÁS のαᭅ性ɂ，内

的一៩性及びѓ検査αᭅ性がᆬ認Ȩɟ，ܵछ性ɂ SÄÑ

おɛび ÃÅS­Ä，ÐÂI との関連性からᆬ認Ȩɟているǿ

新しくӏえたものもֆɔたп 28 ᬱ目を Ôáâìå1 に記すǿ

пてのᬱ目おいて，新しくᣜӏするものɂዊ単な᜘ᕹȺ

作成，ஒސのものɂ小学生Ⱥも理ᜓが可能な᜘ᕹに᜘い

૰えるなどしてΈႊしたǿɑた，റȁな家࣍ၥہを考ਁ

し，自分の 1 Ⴍᡵ近な۾人について「1：пくȰう९ɢ

ない」～「4：とてもȰう९う」の 4件ศȺ᜻ްを෰ɔたǿ

4）子どもႊ孤独感尺度（Æéöå­ÌSÃ）

子どもႊ孤独感尺度（ᛴ村・村上・ඉ井，2015）の 5

ᬱ目をႊいたǿこのÆéöå­ÌSÃのαᭅ性ɂ内的一៩性（ğ

½®8¶）とѓ検査αᭅ性（ò½®¶3， ð¼®01）がᆬ認Ȩɟており，

ഫ成കॡܵछ性ɂ，社会的ɽンʞʐンス，社会的スキル，

ऀȶᣅみ९ಘとの関連性からᆬ認Ȩɟているǿ

Ⅲ． 結果
1. 因子分析
新しく作成した子どもႊ養育態度認知尺度の因子ഫᣲ

をᆬ認するたɔに，ᕻしいඑૺを᪍いた調査Ԧ力者 3¶¶

名から得らɟたʑータについて因子分析をᚐȶたǿِ఍

Ϗのນ᚞ɂ，¶®15，4®3¶，1®40，1®32，1®12，1®05，1®00，0®90

…Ⱥあり，ɑたࢲᚐ分析のፀ果から，5 因子ᜓを૗ႊし

たǿ養育態度認知に関する 28 ᬱ目について因子分析（ఊ

ศ，プロʨックス回ᢆ）をᚐȶたǿ因子២ᔸᦀፏ対߼
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Ϗが ®30 ఝ満Ⱥあȶたものを᪍外し，ѓ度պറの因子分

析をᚐȶた੔，5 つの因子が઄ҋȨɟた（Ôáâìå 1）ǿこ

の 5 因子のʬʑルの適合度ɂ ÃÆI½®98，ÒÍSÅÁ½®04，

ÁIÃ½427®¶3 とԚ分なϏをᇉしたǿ઄ҋȨɟたቼ 1 因子

ɂՙ߁（¶ ᬱ目），ቼ 2 因子ɂʬʕタリング（3 ᬱ目），

ቼ 3 因子ɂ॑理的ፋҤ（¶ ᬱ目），ቼ 4 因子ɂ॑理的ᠾ

ᫌの近Ȩ（4ᬱ目），ቼ 5因子ɂ૸らȡ（4ᬱ目）とᜓ釈

Ⱥきる因子Ⱥあȶたǿ

2. 内的一貫性
養育態度認知尺度の内的一៩性をクロンʚックのğΡ

ୣにɛȶて検討したとこɠ，ቼ 1 因子からቼ 5 因子ɑ

Ⱥ ®88，®81，®80，®¶7，®¶4 Ⱥあȶたǿቼ 4，ቼ 5 因子の

ğΡୣがɗɗͲɔȺあるが，3 因子ᜓ，¶ 因子ᜓʬʑル

ɛりも適合したϏだȶたたɔ，5 因子ᜓを૗ႊすること

とした２ǿ͏᪃の分析Ⱥɂ，ӏአ٫ࢲ得点をյ因子の因

子得点としてႊいたǿȰのɎかにႊいたビリーフ尺度 3

因子（ğ ½®75，®79，®74）と子どもႊ孤独感尺度 1因子（ğ

½®91）についてもպറにӏአ٫ࢲ得点をյ因子の得点と

してΈႊしたǿյ尺度の٫ࢲϏとൈໄϡࢃをÔáâìå 2 に

ᇉすǿյ因子間のᄾ関をÔáâìå 3 にᇉしたǿ

3. 共分散構造分析
養育態度尺度がビリーフ，孤独感に˫える影響を検討

するたɔに，養育態度認知尺度を独቏۰ୣとした共分

ୠഫᣲ分析をᚐȶたǿʬʑルの適合度ɂ，ÃÆI ᴺ ®93，

ÁÇÆI ᴺ ®9¶，ÒÍSÅÁ ᴺ ®03 Ⱥあȶたǿ共分ୠഫᣲ分

析のፀ果をÆéçõòå 1おɛびÔáâìå 4にᇉすǿَɛり，「ՙ

から「孤独感」にᄽ૚២のʛスが認ɔらɟた（Ġ「߁

½­®207，95¥ãìÛ®14 ～ ®28Ý，ð¼®00）ǿ「自ᜓࢄขビリー

フ」にɂ「ʬʕタリング」から២のʛス傾向（Ġ ½­®3¶，

95¥ãìÛ­®55 ～ ®­®17Ý，ð¼®00），「॑理的ፋҤ」（Ġ ½®2¶，

95¥ãìÛ®08 ～ ®28Ý，ð¼®00）と「૸らȡ」から正のʛスが

ᇉȨɟた（Ġ ½®41，95¥ãìÛ®19 ～ ®¶4Ý，ð¼®00）ǿ「自ࢄఙ

शビリーフ」ɂ「॑理的ፋҤ」（Ġ ½®25，95¥ãìÛ®11 ～ ®40Ý，

ð¼®00），「૸らȡ」（Ġ ½®21，95¥ãìÛ®03 ～ ®39Ý，ð¼®05）

から正のʛスが得らɟたǿ「Ηސビリーフ」ɂ「॑理的

ᠾᫌの近Ȩ」（Ġ ½®34，95¥ãìÛ®19 ～ ®50Ý，ð¼®00），「૸らȡ」

から正のʛス（Ġ ½®27，95¥ãìÛ®12 ～ ®41Ý，ð¼®00）が得

らɟたǿ養育態度における「૸らȡ」ɂпてのビリーフ

に対して正のʛスが得らɟたፀ果となȶたǿ「孤独感」

ɋのʛスとして，「॑理的ፋҤ」から「自ᜓࢄขビリーフ」

をጽて「孤独感」ɋのʛス，「૸らȡ」から「自ᜓࢄข

ビリーフ」をጽて「孤独感」ɋのʛス，「॑理的ᠾᫌの

近Ȩ」から「Ηސビリーフ」をጽて「孤独感」ɋのʛス，「૸

N½439 ٫ࢲ SÄ ᬱ目ୣ ğΡୣ

（養育態度認知尺度） ՙ߁ 18®48 4®22 ¶ ®88

ʬʕタリング 8®57 2®4¶ 3 ®81

॑理的ፋҤ 10®15 3®25 ¶ ®79

॑理的ᠾᫌの近Ȩ 8®59 2®38 4 ®¶7

૸らȡ 8®57 2®57 5 ®¶4

（イラショナルビリーフ） 自ᜓࢄข 17®34 5®08 7 ®75

自ࢄఙश 10®3¶ 3®83 4 ®79

Ηސ 10®33 3®4¶ 4 ®74

（孤独感） 7®82 3®55 5 ®91

Table 2　 子どもの養育態度認知尺度とイラショナルビーフ尺度各変数の基礎統計量

ՙ߁
ʬʕタリ

ング
॑理的ፋҤ

॑理的ᠾ

ᫌの近Ȩ
˪ާްȨ 自ᜓࢄข 自ࢄఙश Ηސ 孤独感

ՙ߁ 1®00

ʬʕタリング ®58 ªª 1®00

॑理的ፋҤ ­®14 ªª ®02 1®00

॑理的ᠾᫌの近Ȩ ®48 ªª ®42 ªª ®14 ªª 1®00

૸らȡ ­®21 ªª ­®0¶ ®48 ªª ®0¶ 1®00

自ᜓࢄข ­®20 ªª ­®13 ª ®27 ªª ­®07 ®27 ªª 1®00

自ࢄఙश ­®01 ®05 ®29 ªª ®13 ªª ®24 ªª ®42 ªª 1®00

Ηސ ®12 ª ®1¶ ªª ®17 ªª ®25 ªª ®20 ªª ®15 ªª ®15 ªª 1®00

孤独感 ­®24 ªª ­®14 ªª ®18 ªª ­®12 ª ®25 ªª ®32 ªª ®23 ªª ®19 ªª 1®00

ªª ð  ¼ ®01，ª ð ¼ ®05

Table 3　養育態度認知尺度（5因子）とビリーフ尺度（3因子）と孤独感の因子間相関
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らȡ」から「Ηސビリーフ」をጽて「孤独感」ɋの正の

ʛスが得らɟたǿ

4. クラスタ分析
養育態度認知の᭒ټを調べるたɔに，˩ͱ尺度にɛȶ

て得らɟたϏに基づいて ë­íåáîó ศにɛる᫿階࠙的ク

ラスタ分析をᚐȶたǿクラスタୣを 2～ 5ɑȺᜫްして

分析したが，2クラスタ分᭒，3クラスタ分᭒についてɂ，

۹റな養育態度認知をՕ஭しᢵいとҜ୽したたɔ，4 ク

ラスタ分᭒を૗ႊすることとしたǿ

4クラスタ分᭒Ⱥɂ，「ՙ߁」「ʬʕタリング」が高く，

「॑理的ፋҤ」「૸らȡ」がͲいᏰ（クラスタ 1），「॑理

的ፋҤ」と「૸らȡ」が高く，ɎかのϏがͲいᏰ（クラ

スタ 2），すべてのϏがͲいᏰ（クラスタ 3），すべての

Ϗが高いᏰ（クラスタ 4）に分᭒Ȩɟたǿ得らɟた 4 ク

ラスタについて，クラスタ 1 を「ՙ߁Ᏸ」，クラスタ 2

ɂ「˪ާᏰ」，クラスタ 3ɂ「ི関॑Ᏸ」，クラスタ 4ɂ

「ᤈࢱຒᏰ」とᜓ釈が可能ȺあるとҜ୽した（Ôáâìå 5）ǿ

「ՙ߁」Ⱥɂ，クラスタ4がఊも高く，ඒいȺクラスタ1，

クラスタ 2 のᬲに高く，クラスタ 3 ɂఊもͲい得点Ⱥ

ՙ߁
ʬʕタリ

ング

॑理的ፋ

Ҥ

॑理的ᠾ

ᫌの近Ȩ
૸らȡ 自ᜓࢄข 自ࢄఙश Ηސ

ʬʕタリング ®¶0 ªª

॑理的ፋҤ ­®14 ª ®00

॑理的ᠾᫌの近Ȩ ®4¶ ªª ®40 ªª ®08

૸らȡ ­®21 ªª ­®07 ®40 ªª ­®00

自ࢄఙश ®41 ªª

Ηސ ®14 ª ®15 ªª

ªª ð  ¼ ®01，ª ð ¼ ®05

Table 4　共分散構造分析における変数間の共変量

ਭઍ

ঔॽॱজথॢ

ੱ৶৓ଁ਑

ঽഞੰৠ

ঽഞ਋ୄ

༧ஆ૎

.20**

-.18+ .29**

ὀ�㸧ඹኚ㔞ࡣTable 4࡟
ὀ�㸧ṇࡢᙳ㡪ࡣᐇ⥺㸪㈇ࡢᙳ㡪ࡣⅬ⥺࡛♧ࡍ

ੱ৶৓෱௞भ੺औ

ณैऍ

ൂோ.22*

Figure 1　3 つの尺度で測定された変数間の関連についての共分散構造分析の結果

クラスタ ՙ߁ ʬʕタリング ॑理的ፋҤ
॑理的ᠾᫌの

近Ȩ
૸らȡ

ÃÌ1 0®58 0®39 ­0®84 ­0®02 ­0®5¶

ÃÌ2 ­0®¶0 ­0®30 0®9¶ ­0®09 0®¶4

ÃÌ3 ­1®3¶ ­1®34 ­0®¶4 ­1®04 ­0®22

ÃÌ4 0®84 0®73 0®49 0®87 0®19

Table 5 クラスタ分析で得られた 4つのクラスタの標準化得点平均値
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あȶたǿ「ʬʕタリング」ɂクラスタ4がఊも得点が高く，

ඒいȺクラスタ 1，クラスタ 2，クラスタ 3 がఊもͲい

得点Ⱥあȶたǿ「॑理的ፋҤ」ɂクラスタ 2がఊも高く，

ඒいȺクラスタ 4，クラスタ 3，クラスタ 1 がఊもͲい

得点Ⱥあȶたǿ「॑理的ᠾᫌの近Ȩ」ɂクラスタ 4 がఊ

も高く，ඒいȺクラスタ 1，クラスタ 2，クラスタ 3 が

ఊもͲい得点Ⱥあȶたǿ「૸らȡ」ɂクラスタ 2 がఊも

高く，ඒいȺクラスタ 4，クラスタ 3，クラスタ 1 がఊ

もͲい得点Ⱥあȶたǿ

5. 一元配置分散分析
クラスタ分析から得らɟた 4Ᏸを独቏۰ୣ，孤独感と

ビリーフをिࠖ۰ୣとした 1 元ᥓᏚ分ୠ分析をᚐȶた

（Ôáâìå ¶）ǿȰのፀ果，пてのिࠖ۰ୣにおいてクラス

タᏰの主効果が఍意Ⱥあȶたたɔ，Âïîæåòòïîé ศにɛ

る۹᥾比較をᚐȶたǿ自ᜓࢄขビリーフにおいてɂクラ

スタ 1（ՙ߁Ᏸ）ɛりもクラスタ 2（˪ާᏰ）の方が得

点が高く，クラスタ 4（ᤈࢱຒᏰ）ɛりもクラスタ２（˪

ާᏰ）の方が高かȶたǿクラスタ 3（ི関॑Ᏸ）との間

に関連ɂ᛻らɟなかȶた（Æ（3，321）½5®51，ð¼®01，

ĥ 2½®05）ǿ自ࢄఙशビリーフにおいてɂクラスタ 2 の得

点が高く，続いてクラスタ 1（ՙ߁Ᏸ），クラスタ 3（ི

関॑Ᏸ）の得点が高かȶたǿɑた，クラスタ 3（ི関॑

Ᏸ）ɛりもクラスタ 4（ᤈࢱຒᏰ）の方が得点が高かȶ

たǿ（Æ（3，321）½5®49，ð¼®01，ĥ 2½®05）ǿΗސビリー

フにおいてɂクラスタ 4（ᤈࢱຒᏰ）の得点が高く，ク

ラスタ 1（ՙ߁Ᏸ）とクラスタ 3（ི関॑Ᏸ）ɂ得点が

Ͳかȶたǿクラスタ 3（ི関॑Ᏸ）ɛりもクラスタ 4（ᤈ

，ຒᏰ）の方が得点が高かȶた（Æ（3，321）½5®83ࢱ

ð¼®01，ĥ2½®05）ǿ孤独感においてɂクラスタ2（˪ާᏰ），

クラスタ 3（ི関॑Ᏸ）の得点が高くクラスタ 1（ՙ߁Ᏸ）

ɂ得点がͲかȶたǿクラスタ 4（ᤈࢱຒᏰ）との間にࢃ

ɂ᛻らɟなかȶた（Æ（3，321）½5®50，ð¼®01，ĥ 2½®05）ǿ

Ⅳ．考察
本研究Ⱥɂ，ि఼の 2 ᢉ（é®å®，ՙ߁ᴪፋҤ，もしく

ɂ応ኌ性ᴪፋҤ，Sùíïîäó，1937ᴸÂáõíòéîä，19¶7）

Ⱥɂ養育態度をસえることに᪅界があるという視点か

ら，養育態度尺度を基にした子どもႊ養育態度認知尺度

のѓ編を 1 つ目の目的として研究をᚐȶたǿ̾回Έႊし

たᬱ目について因子分析をᚐȶたፀ果，「ՙ߁」「ʬʕ

タリング」「॑理的ፋҤ」「॑理的ᠾᫌの近Ȩ」「૸らȡ」

の 5因子が઄ҋȨɟたǿαᭅ性ΡୣもԚ分なϏをᇉした

ことから，内的一៩性がᆬ認Ȩɟたǿɛȶて，1 つ目の

目的ɂᤎ成Ȩɟたと᜘えるǿ઄ҋȨɟた 5因子について

「ՙ߁」ɂ，子どもが自分のことをՙけඨɔてくɟてい

ると感ȫる養育態度，「ʬʕタリング」ɂ自分のことに

า意を੝い（Äéóèïî ¦ ÍãÍáèïî，1998）を᛻ަȶて

くɟていると感ȫている養育態度，「॑理的ፋҤ」ɂ子

ども自ᡵの意९とɂ関ΡなくɽントɽールȨɟていると

感ȫる養育態度，「॑理的ᠾᫌの近Ȩ」ɂ養育者が自分

にᜆ和的Ⱥあɠうとしていると感ȫている養育態度，「૸

らȡ」ɂ養育者の感情・しつけ面の᫿一៩性を感ȫてい

る養育態度Ⱥあるとᜓ釈Ⱥきるǿ

因子間ᄾ関にɛり「ՙ߁」「ʬʕタリング」ɂ比較的

ʧジʐィブな養育態度として認知Ȩɟ，「॑理的ፋҤ」「૸

らȡ」ɂ比較的ʗɶʐィブな養育態度として認知Ȩɟて

いることがᇉȨɟたǿ「॑理的ᠾᫌの近Ȩ」ɂʧジʐィブ，

ʗɶʐィブな養育態度認知のՔ方と正のᄾ関をᇉしてい

たǿ॑理的なᠾᫌが᎔ɑることȺ，養育者についてのᝊ

ጯな認知が可能になȶたと考えらɟるǿ

この「॑理的ᠾᫌの近Ȩ」ɂʧジʐィブな因子Ⱥある

「ՙ߁」と「ʬʕタリング」と中ሌ度のᄾ関をᇉしてい

ることから，Ηސ的なʗɶʐィブなᬱ目Ⱥɂなく，養育

者との॑理的なᠾᫌが近いことȺާ॑感を得ているʧジ

ʐィブなᬱ目として認知している可能性がᇉדȨɟるǿ

「॑理的ፋҤ」と「૸らȡ」の間にɂ中ሌ度の正のᄾ

関が᛻らɟ，養育者自ᡵの˪ާɗ॑ᥓから子どもをɽ

ントロールしɛうとする͜藤ら（2014）の指ଊと合ᒵ

するፀ果となȶたǿ養育者自ᡵの˪ާを子どもが感ȫ

՘り，養育態度として認知している可能性があるǿɑ

た，॑理的なᠾᫌが近いという認知ɂ，一方的な指導ɗ

ፋҤȺɂなく，養育者が自分と対等に૚してくɟている

ÃÌ1 ÃÌ2 ÃÌ3 ÃÌ4 ۹᥾比較

（Âïîæåòòïîé ศ）N½111 N½89 N½52 N½73 Æ Ϗ ĥ 2

自ᜓࢄข
Í 1¶®1 18®93 17®04 1¶®84 5®51ªª 0®05 2 ¾ 1

4 ¾ 2SÄ 4®¶1 5®13 ¶®14 4®48

自ࢄఙश
Í 9®8¶ 11®33 9®04 11®1 5®49ªª 0®05 2 ¾ 1，3

4 ¾ 3 SÄ 3®89 3®8 3®77 3®79

Ηސ
Í 10®04 10®7 9 11®51 5®83ªª 0®05 2 ¾ 3

4 ¾ 3，1SÄ 3®5¶ 3®32 3®5 3®¶1

孤独感
Í ¶®99 8®78 8®9 7®8 5®50ªª 0®05

2，3 ¾ 1
SÄ 3®2 3®43 4®59 3®47

ªªð  ¼ ®01

Table 6　 4 つのクラスタのビリーフ得点と孤独感得点
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と感ȫている可能性がᇉדȨɟたǿしかし，養育者が対

等に૚してくɟていると感ȫることと，ᭅらɟていると

子どもがི自ᜁ的に感ȫていることをどのɛうにԖ別し

ていくかɂ̾ऻのᝥᭉȺあɠうǿӏえて，॑理的なᠾᫌ

が近いことɂ，ขして養育者に対してᭅりなȨを感ȫて

いるのȺɂないことが᜘えるǿ子どもが養育者をᭅり

になると感ȫているҾ合ɂ，ྸᜆに対して 90®9¥，ීᜆ

に対して 93®5¥（内ᩝ2013，ࣈ），と高い水ໄȺあるが，

Âáõíòéîîä（19¶7）のɛうに൏ݏ的なだけȺɂなく，

ᠾᫌが近くてもᭅりになると感ȫていることがᇉדȨɟ

るǿしかし，ᠾᫌが近いことȺɛりᝊጯな養育態度が認

知Ȩɟていることも̜実Ⱥあるǿ「ともだȴᜆ子」とい

うことɃにあるɛうに，仲がᓦいՕ面，ʗɶʐィブな認

知を΢᣹ȨȮる˵面性を΄Ȯ持つ特性Ⱥあると᜘えɛ

うǿ

ඒに，յ尺度の関Ρを検討するたɔにᄾ関分析をᚐȶ

たǿȰのፀ果，比較的ʧジʐィブな養育態度認知ɂ「孤

独感」と២のᄾ関をᇉし，比較的ʗɶʐィブな養育態度

認知ɂ「孤独感」と正のᄾ関をᇉしていたǿしかし，ʧ

ジʐィブ・ʗɶʐィブՔ方の認知を高ɔる「॑理的ᠾᫌ

の近Ȩ」も「孤独感」と正のᄾ関をᇉしていたǿ養育者

との仲ɂᓦ好Ⱥあるが，本఼の自分をɢかȶてもらえて

いないというʨイナスの認知をᚐȶている可能性があ

るǿȨらに「自ࢄఙशビリーフ」，「Ηސビリーフ」とも

正のᄾ関をᇉしていたǿ養育者と॑理的なᠾᫌが近いこ

とȺ，ᭅりたいとする対象と認識しているものの，共に

自ࢄに対するఙशを感ȫ，ᭅȶてɂいけないと९うᅶᅀ

が生ȫている可能性がᇉדȨɟたǿ仲がᓦいのɂ᥾要な

ことȺあるが，ᜆ子間にɂ適度なᠾᫌ感が॒要なのȺɂ

ないだɠうかǿ

ビリーフ尺度においてɂ，пてが「孤独感」との間に

正のᄾ関が᛻らɟたǿ孤独感とੱうつの間にɂ正のᄾ関

が認ɔらɟており（޺˩・ጯ川，1991），ͅ者志向的な

éÂ ɂੱうつɗፏఖ感ɋとつながることがᇉדȨɟてい

る（ూ，2007）が，自ࢄᣜ及的な éÂ Ⱥある「自ᜓࢄข

ビリーフ」もፏఖ感ɋとつながる可能性がᇉȨɟたǿȨ

らに，໰ུとᝤかにᭅりたい，一人Ⱥɂɗȶていけない

と感ȫる「Ηސビリーフ」が「孤独感」に影響していた

ፀ果ɂᒾ֞຅いǿᭅらなけɟɃɗȶていけないと感ȫて

いながらも，自分ɂ一人Ⱥあるという認知がЄき，生活

Ⱥの॑ጯȨにつながȶていることがᇉדȨɟるǿ

続いて，養育態度認知がビリーフと孤独感に及ぼす影

響を検討するたɔに，共分ୠഫᣲ分析をᚐȶたǿȰのፀ

果，「ՙ߁」から「孤独感」にᄽ૚២のʛスが得らɟた͏外，

養育態度認知から「孤独感」ɋの影響ɂ᛻らɟȭ，養育

態度認知ɂ孤独感にᄽ૚的な影響をᇉしにくいことがᇉ

Ȩɟたǿ一方Ⱥ，いくつかの養育態度認知ɂ「自ࢄఙश

ビリーフ」「Ηސビリーフ」をݨ介して「孤独感」ɋの

ʛスが認ɔらɟたǿこのことから，本研究の͑ᝢḧ「養

育態度認知ɂビリーフをݨ介して孤独感ɋと影響する」

ɂകɀ支持Ȩɟたと᜘えるǿ

「ՙ߁」的な養育態度認知ɂᄽ૚孤独感に២のʛスを

ᇉしたǿ「ՙ߁」的な養育態度ɂ「孤独感」をͲນȨȮ

ていると᜘えるǿ養育者がާп基地としてԚ分にЄいて

いることが，孤独感をͲນȨȮるЄきをしたのȺɂない

だɠうかǿ「॑理的ፋҤ」，「૸らȡ」ɂ「自ᜓࢄขビリー

フ」を介して「孤独感」に正のʛスをᇉし，「॑理的ᠾ

ᫌの近Ȩ」，「૸らȡ」ɂ「Ηސビリーフ」を介して「孤

独感」に正のʛスをᇉしていたǿ͏上のことから，「ḧ

ʗɶʐィブな養育態度認知が高いとビリーフ得点が高く

なる」，「Ḩビリーフ得点が高いと孤独感得点が高い」を

৊ްした本研究の͑ᝢɂകɀ支持Ȩɟたと᜘えるǿ

ɑた，「自ᜓࢄขビリーフ」ɂ「॑理的ፋҤ」，「૸ら

ȡ」にɛȶて΢᣹Ȩɟ，「ʬʕタリング」からɂͲນȨ

ɟることが᜘えるǿ養育者のɽントロールのऐȨをᑔ௑

として，Ӓけを෰ɔることがȺきȭに一人Ⱥץᭉをᜓข

しなけɟɃならないと९いᣅɦȺいるとみなすことがȺ

きるǿこのことから，一人ȺᜓขしなけɟɃいけない，

つɑりͅ者にӒけを෰ɔらɟないと感ȫる自ࢄᣜ及的な

ビリーフが孤独感をऐɔていることが考えらɟるǿ

ᣡに，「ʬʕタリング」ɂ「॑理的ፋҤ」Ɏど一方的

に子どもをɽントロールするのȺɂなく，養育者が子ど

も自ᡵの主体性を᥾視しつつ，᛻ަȶてくɟているとい

う認知がЄき，ާ॑感を得ている可能性があるǿこのた

ɔ，「ʬʕタリング」にɛる一人Ⱥ੿えᣅɑなくてもɛ

いというާ॑感が「自ᜓࢄขビリーフ」のͲນに影響し

ていることが᜘えるǿ自分を᛻ަȶていてくɟていると

感ȫることが「自ᜓࢄขビリーフ」をͲນȨȮるのなら，

養育者͏外Ⱥも自分を᛻ަȶていてくɟている人がいる

と感ȫることȺ，人にӒけを෰ɔることがȺきる，つɑ

り一人Ⱥ੿えᣅɓことがߵなくなり，「自ᜓࢄขビリー

フ」がͲນし，Ȱこから「孤独感」のͲນにもつながる

と考えらɟるǿȰのたɔ，家࣍͏外Ⱥも自分を᛻ަȶて

いてくɟると感ȫることがȺきるͅ者のސ在にɛるጀ神

ϧ康度の回े，向上性がఙशȨɟるǿ

「॑理的ፋҤ」が「自ࢄఙशビリーフ」に影響してい

たことも「自ᜓࢄขビリーフ」とպറの理ႏが考えらɟ

るǿ養育者のɽントロールのऐȨと，養育者にᭅらɟて

いると感ȫることが子ども自ᡵに「ͷをఙशȨɟている

か」をऐく自ᜁȨȮている可能性があるǿ「૸らȡ」が

「自ࢄఙशビリーフ」に影響していたことɂ，養育者の

感情面ɗጀ神面の᫿一៩性を子どもが認知してしɑうこ

とが，養育者を॑ᥓȨȮてɂいけないという感情をऀき

ᠭこし，「自ࢄఙशビリーフを」΢᣹ȨȮていた可能性

があるǿ

一方，「॑理的ᠾᫌの近Ȩ」と「૸らȡ」が「Ηސビリー

フ」を΢᣹ȨȮていたǿ「॑理的ᠾᫌの近Ȩ」と「૸らȡ」

のᄾ関関Ρにɂ఍意ࢃが᛻らɟなかȶた（ð½®0¶，î®ó®）

ことから，Ȱの 2つが΢᣹する「Ηސビリーフ」ɂΗސ

аがᤏう可能性がᇉדȨɟるǿすなɢȴ，養育者自ᡵと
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共Ηސ的な関Ρにある場合と，養育者に॑ᥓをかけɑい

としてᭅらないたɔに外部にΗސаを෰ɔɛうとする場

合が考えらɟるǿ子どものΗސаȺጀ神ϧ康度にࢃが᛻

らɟる可能性が考えらɟるたɔ，̾ऻɂΗސаにもา目

しなけɟɃならないだɠうǿ

ɑた，「孤独感」にɂ，「自ᜓࢄขビリーフ」と「Ηސ

ビリーフ」が影響していたǿ「自ᜓࢄขビリーフ」ɂ，

自分ȺᜓขしなけɟɃならないと੿えᣅɓことȺ「自分

ɂ一人Ⱥある」（ᕶ合，1989）と感ȫ，孤独感を΢᣹Ȩ

Ȯていると考えらɟるǿしかし，「自ᜓࢄขビリーフ」

と「Ηސビリーフ」ɂᄾ関関ΡにあることがᇉȨɟてい

たǿ「自ᜓࢄขビリーフ」が高いとͅ人にᭅることがȺ

きȭ，自分の中ȺのকᔍしȨにᎢがȶていること（石津，

2012）ɂすȺにᇉȨɟていたが，「Ηސビリーフ」を持ȴ，

実ɂӒけを෰ɔたいという॑理があるにも関ɢらȭ，「自

ขビリーフ」の高Ȩからͺ᜛にӒけを෰ɔらɟなくᜓࢄ

なȶており，「孤独感」を΢᣹している可能性があるǿ「Η

ᜓࢄビリーフ」のᝤかにᭅりたいという९いと，「自ސ

ขビリーフ」の一人Ⱥᜓขしなくてɂいけないというᅶ

ᅀを生ȫȨȮ，কᔍしȨɋとつながȶている可能性，Ȩ

らなるমैၥɋと᪎ȶている可能性が考えらɟるǿɑた，

「自ࢄఙशビリーフ」ɂ「孤独感」とᄾ関関Ρにあるも

ののʛスɂみらɟȭ，ͅ 者志向的なビリーフɂ「孤独感」

を΢᣹ȨȮないፀ果Ⱥあȶたǿɛȶて「孤独感」を΢᣹

ȨȮるビリーフの方向ɂ自ࢄᣜ及的だとᣖべることがȺ

きるǿȰして，໰ུとしたΗސ傾向を持つことȺも「孤

独感」が΢᣹することがᇉȨɟたǿ

クラスタ分析にɛる分᭒のፀ果ɂ，「ᜬټ߁」，「˪ާ

の「ټຒࢱᤈ」，「ټ関ི॑」，「ټ 4クラスタに分᭒が可

能ȺあることがᇉȨɟたǿ「ᜬټ߁」ɂ，ʧジʐィブな

養育態度をɛりऐく認知しており，「˪ާټ」ɂʗɶʐィ

ブな養育態度をऐく認知していると考えらɟるǿ「ᜬ߁

Ⱥɂ，養育者ɂ自分をՙけоɟてくɟており，子ど「ټ

もの主体性を߰᥾してくɟているという認知から，ఖɑ

しい養育態度認知の一つȺあるといえɛうǿ「ི関॑ټ」

ɂすべての養育態度認知がͲく，Âáõíòéîä（19¶7）の「ི

関॑ټ」と᭒ͬした養育態度を子ども自ᡵも認知してい

るとことがᇉדȨɟるǿ「ᤈࢱຒټ」ɂʗɶʐィブとʧ

ジʐィブՔ方の養育態度を認知しているፀ果Ⱥあȶたǿ

養育態度を好ɑしく認知しているՕ面，ʗɶʐィブ面も

պ஽に認知しているᅶᅀが生ȫている可能性があるǿ

このクラスタ分析にɛȶて分᭒Ȩɟた 4つのクラスタ

のᏰ間ࢃを᛻るたɔに۹᥾比較をᚐȶたとこɠ，「自ࢄ

ᜓขビリーフ」において，「ᜬټ߁」ɛりも「˪ާټ」

の方が高く，「˪ާټ」ɛりも「ᤈࢱຒټ」の方が఍意

に高かȶたǿ養育者の˪ާを子どもが認知することȺ，

自分ȺᜓขしなけɟɃならないと੿えᣅɓ傾向をᇉして

いるǿʧジʐィブな養育態度認知が高いと「自ᜓࢄขビ

リーフ」がͲい傾向にあるが，ʗɶʐィブな養育態度認

知もպറに高く認知すると，Ȩらに「自ᜓࢄขビリーフ」

が΢᣹Ȩɟていることが૜察Ȩɟるǿ「自ࢄఙशビリー

フ」において，「ᜬټ߁」「ི関॑ټ」ɛりも「˪ާټ」

の方が高く，「ི関॑ټ」ɛりも「ᤈࢱຒټ」の方が఍

意に高かȶたǿ「自ࢄఙशビリーフ」の高Ȩにɂ養育者

の子どもɋの関ɢりが影響していることが᜘えるǿ「˪

ɂ養育者の˪ާから子どもに関ɢɠうとし，「ᤈ「ټާ

傾向にあることސɛりも子ΖにΗ「ټާ˪」ɂ「ټຒࢱ

がᇉדȨɟるǿ養育者が子どもに関ɢることȺ，子ども

自分自ᡵの社会的ఖɑしȨに対する認知が΢᣹Ȩɟるこ

とがᇉȨɟたǿ「Ηސビリーフ」において，「ི関॑ټ」

ɛりも「˪ާټ」が高く，「ི関॑ټ」「ᜬټ߁」ɛりも

「ᤈࢱຒټ」が఍意に高かȶたǿ養育者からの関ɢりに

ɛり，子ども自ᡵも養育者にᭅることがȺきると感ȫる

ことȺ，「Ηސビリーフ」が高くなȶたことが考えらɟ

るǿ「Ηސビリーフ」の得点ɂ，「˪ާټ」がఊも高く，

子どもも養育者にΗސしており，共Ηސ的な関Ρにある

可能性がᇉדȨɟるǿしかし，子どものΗސаについて

ɂ，明ᆬに養育者Ⱥあることɂ᜘えȭ，「˪ާټ」の養

育態度認知をしている子どもɂ比較的ʗɶʐィブな養育

態度認知をしていることから，養育者͏外（é®å® Փ人な

ど）にΗސしている可能性もあるǿ̾度，ɛり研究を᣹

ɔることȺ，Ηސаを明らかにȺきると，子どものጀ神

ϧ康の向上につながると考えらɟるǿ

「孤独感」について，「ᜬټ߁」ɛりも「˪ާټ」「ི

関॑ټ」が఍意に高かȶたǿ「ི関॑ټ」ɂ子どもが養

育者との間にᠾᫌを感ȫていることȺ，「孤独感」が高

ɑȶていると᜘えるǿ「˪ާټ」の養育態度認知をして

いる子どもの「孤独感」が高いのɂ，養育者からのɽン

トロールと᫿一៩性から，本఼のާп基地としてのЄき

がऍいたɔだと考えらɟるǿ「ᜬټ߁」の得点がఊもͲ

いのɂ，子どものާп基地としてのमҾがしȶかりとЄ

いているたɔだと考えらɟるǿ

̾ऻのᝥᭉとする一つ目ɂ，子どもႊ養育態度認知尺

度の改ᓦの॒要性Ⱥあるǿ本研究Ⱥɂ஽間的Ҥጙから，

一回Ⱥの調査の実ஃが᪅界ȺあȶたǿȰのたɔ，別尺度

（é®å® ÐÁS（内๜，2013），ÐNÐS（͜藤ら，2014））をႊ

いてѓ度調査を実ஃし，本研究Ⱥ作成した尺度のܵछ性

を෰ɔることが॒要Ⱥあるǿӏえて，本研究Ⱥαᭅ性Ρ

ୣがɗɗͲかȶた因子についての૜୤を᣹ɔることȺ，

ɛり明ᆬに۹റな養育態度をՕ஭することがȺきると考

えらɟるǿ

ܵछ性のᆬ認に͇᪢して，ၥہ˩にɛるࢃの検討もな

ȨɟるべきȺあɠうǿ本研究ɂ，養育態度の影響のऐȨ

から小学校 5，¶ 生を対象とした調査をᚐȶたǿ̾ऻࢳ

ɂ中学生を対象にӏえ，ࢳᳮ࠙，ၥہにࢥを持たȮた研

究をᚐうことȺ，養育態度認知，及びȰɟに関連して̾

回ɂጸみᣅɓことがȺきなかȶたが，ビリーフに影響が

あると考えらɟているᤈҼ適応（ᦂኳら，2010）などの

をيも᛻ることがȺきると考えらɟるǿȨらに，պᪿࢃ

ፕඒ的にᣜӏ調査することȺ᎒୽的調査の実ஃも可能Ⱥ
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小学生の養育態度認知とイラショナルビリーフ，孤独感の関連性

あると考えるǿ

2 つ目ɂ，自ࢄᣜ及的なビリーフと「Ηސビリーフ」

のᅶᅀについての検討Ⱥあるǿ̾回ɂ，自分Ⱥͷとかし

なけɟɃいけないという考えを持ȴつつ，ͅ人にᭅりた

いという考えも΄Ȯて持ȶている可能性がᇉדȨɟたǿ

Έႊした 3つのビリーフの間にɂпて正のᄾ関が᛻らɟ

たたɔ，ビリーフ傾向にɂρ人の特性が影響している可

能性があるǿ自分の社会的ఖɑしȨとͅ人にᭅりたい自

に影響していࢃЅがᅶᅀしていることがጀ神ϧ康度のࢄ

ることが考えらɟるǿρ人のビリーフのऐȨに影響する

要因としての養育態度認知という視点から検討のͺ地が

あるǿ

3 つ目ɂ，ᜆ子間の共Ηސ的な関Ρ，及び子どものΗ

的な関ސаの検討Ⱥあるǿ本研究Ⱥɂ，ᜆ子間の共Ηސ

Ρにあることɂɂȶきりとɂ᜘えなかȶたǿȨらに，養

育態度認知における「૸らȡ」と「॑理的ᠾᫌの近Ȩ」

の得点ࢃにɛȶて，Ηސаがᤏう可能性があり，Ȱの場

合のጀ神ϧ康度のࢃについてɛりᝊしい調査が॒要Ⱥあ

ると考えらɟるǿ

本研究Ⱥɂ，子どもႊ養育態度認知尺度のѓ編，ビリー

フ及び孤独感との関連を検討したǿ近ࢳ，養育態度につ

いてɂറȁな視点から検討Ȩɟているǿ子どものビリー

フと孤独感についてもɑだ研究のͺ地があり，ᒾ֞຅い

ʐーʨȺあるǿ̾ऻ，子どものጀ神ϧ康度の向上に向け

た研究がɛりᚐɢɟることがఙशȨɟるǿ
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